
 

【別紙様式１】 

令和８年度学校経営計画表 

１ 学校の現況 

    

学校番号 特 14 学校名 茨城県立鹿島特別支援学校 校長名 小沼 博義 

教頭名 冬木 芳明 教頭名 三橋 秀彰 教頭名 内藤 英一 教頭名 富田  慎 事務長名 𠮷田 徹也 

教職員数 
主幹
教諭 

０ 教諭 123 
養護
教諭 

２ 
栄養 

教諭 
１ 

常勤 

講師 
40 

非常勤 

講師 
９ 

実 習 

講師等 
２ 

事務
職員 

４ 
 技  術 

 職員等 
17   計 204 

児童・ 

生徒数 

部 
１年 ２年 ３年 ４年 ５年 ６年 合計 合計 

クラス数 男 女 男 女 男 女 男 女 男 女 男 女 男 女 

小学部 21 11 20 ９ 25 ５ 15 11 22 13 17 ５ 120 54 39 

中学部 24 ９ 22 14 24 ７  70 30 22 

高等部 22 17 22 16 21 ８ 64 42 20 

計 254 126 81 

 

２ 目指す学校像 

◆元気に楽しく学べる学校 

◆一人一人がよさを発揮できる学校 

◆保護者、地域とともにある学校 

 

３ 現状分析と課題（数量的な分析を含む） 

項  目 現  状  分  析 課    題 

 学校経営 

・児童生徒の安全確保と校内の整理・整頓、環境美化に向け、定期的な安全点

検による破損や危険箇所の早期発見、事務室と連携した修繕・物品補充によ

る環境整備の徹底、報告様式改正による迅速な報告に努めている。 

・病気・けが等が発生した際の報告および対応方法の見直し、泊を伴う行事や

災害時における医療的ケアの指示書・マニュアルの作成、緊急時対応シミュ

レーション研修を全学年で実施するなどして、保健・安全指導の充実と医療

的ケアの安全な実施に取り組んでいる。 

・食に関する指導の充実と食物アレルギーへの適切な対応のために、学校安全

委員会や給食委員会での情報共有を徹底し、ブログを活用した情報発信や給

・学校施設老朽化による修繕、物品在庫の 

周知、見通しをもった物品購入及び補充 

 

・傷病発生時の対応や報告方法に係る研修

の早期実施 

・医療的ケア情報の伝達・確認の周知徹底、

医療的ケア担当者の研修実施時期の検討 

・給食における食物アレルギー防止のダブ

ルチェック・トリプルチェックの徹底 



 

食試食会などで保護者に向けた食に関する理解推進を図っている。 

・危機管理体制や防災教育の充実に向け、様々なパターンや時間帯での訓練の

実施や、災害時引き渡しのフローチャートの作成とマニュアルの見直しに努

めている。 

・いじめ防止基本方針の見直しや、いじめ早期発見チェックリストを活用した

情報共有を実施することで、いじめの早期発見・早期対応に向けた体制の強

化に努めている。 

・生徒指導の基本体制図やスペシャルサポートプログラム学習体制図の作成及

び周知による支援体制を整備し、長期欠席児童生徒や生徒支援に係る課題へ

の迅速・組織的な対応に努めている。 

・保護者の意見による入校証配付を見直し、通学支援の規程の見直しと熱中症

対策の整備による通学における安全面の拡充に努めている。 

 

 

 

・出向・来校相談、体験学習による各校への相談支援（高等学校５校への支援

を含む）、校内児童生徒への相談支援と支援会議を実施するとともに、小中

学校の研修会やコーディネーターへの情報発信を積極的に行うなど、センタ

ー的機能の強化を図っている。 

 

・交流及び共同学習の回数や内容の精選を図り、学校運営協議会での熟議によ

る地域の人材・資源を活用した学習活動を実践している。 

 

・Rokustagram、新聞掲載、学校ＨＰ、学校公開の工夫等で、積極的な情報発信

を行っている。 

・働き方改革では、効率化を図るためのタイムマネジメントの実践や、完全施

錠時刻や定時退勤日を設定することで、時間外勤務週 45 時間未満は達成でき

ているが、職員の多忙感の軽減について継続して取り組む必要がある。 

・コンプライアンス確保では、全体や各部による研修、「意識していこうキャ

ンペーン」の実施、不祥事防止に向けた校内ルールの周知による意識の醸成

を図ることで、風通しがよく、不祥事を見逃さない職場環境づくりに努めて

いる。 

・ダブルチェックによる誤配付や防止、学校徴収金や諸帳簿の定期的確認によ

る適正管理に努めている。 

・給食試食会の保護者参加率アップ 

・防災教育に係る体験的活動の工夫 

・防災備品のバリエーション拡大 

 

・各部の連携による課題の把握と情報共有 

 

 

・職員配置の見直しと長期欠席児童生徒へ

の組織的な対応 

 

・放課後等デイサービスにおける校内規程

の見直し 

・通学方法（自主通学・自力通学）の判定

の見直しと年間を見通した組織のフロー

チャートの作成と迅速な対応 

・個々のニーズの把握 

・体験学習の増加に伴う対応時間の確保と

情報提供の充実 

・特別支援教育地域連携協議会の充実 

・支援体制の人材確保と育成 

・実態や目的にあった学校間交流の精選 

・教育課程との関連 

・学校運営協議会に係る職員の理解推進 

・学校ＨＰでのタイムリーな情報発信 

・更新スケジュールのチェックと管理 

・各自のタイムマネジメントの見直し 

・校務分掌組織及び会議の見直しと業務の

平準化 

・当事者意識の高揚と、自分事としてとら

えられるような効果的な研修の工夫 

 

 

・平常時の危機管理（未然防止）に対する

心構えと風土づくり 



 

 学習指導 

・三つの柱に基づく年間指導計画の見直しと各部の教育課程の改善を行うとと 

もに、三つの柱を踏まえて個別の指導計画を作成している。 

・サブテーマを設定した研究と、単元デザインシートを活用した単元構想と深 

い学びにつながる授業づくりに取り組むなどして、授業改善を推進している。 

 

・自立活動の研修会を月１回実施するとともに、自立活動の「鹿特版流れ図」

の作成に取り組んでいる。 

・キャリアパスポートを作成・活用しながら、自分の思いや考えをもち、友達

の考えに触れながら思いを伝え合う学習の工夫に努めている。 

・学校行事や特別活動での児童生徒による企画・運営、作品展への出展や体育

的な対外活動への積極的参加、集会活動での発表や表彰などをとおして、児

童生徒の自己有用感、自己肯定感の高揚に努めている。 

・講師を招聘した研修、各部の研修、ＩＣＴミニ研修等等の校内研修の実施を

することで、専門性の向上やスキルアップに努めている。 

 

・年間指導計画と個別の指導計画との関連 

 性 

・内容のまとまりを意識した単元構想、各

教科等の見方・考え方を働かせる授業づ

くりの実践 

・個々の課題に応じた自立活動の指導の充

実 

・キャリアパスポートの活用の工夫 

 

・児童生徒の振り返りと評価方法の工夫 

 

 

・専門性の向上に向けた教員各自の研修目

標の明確化 

・年間を通した希望研修の実施 

 

４ 中期的目標 

１ 児童生徒一人一人の学びを大切にし、よさを認め、伸ばす教育活動を推進する。 

２ 生涯を通じて活力のある生活を送るための基礎となる、豊かな心、健やかな体を育む教育の充実に努める。 

３ 保護者、地域とともにある学校づくりに努め、地域におけるセンター的機能を推進する。 

４ 働き方改革を推進し、教職員が働きがいのある学校づくりに努める。 

 

５ 本年度の重点目標 

 

 

 

 

 

 

 

 

重 点 項 目 重  点  目  標 

○深い学びにつながる授業改 

善の推進 

①育成を目指す資質・能力（三つの柱）を踏まえた個別の指導計画の作成 

②単元のまとまりを見通した授業づくり 

③自立活動の指導の充実（鹿特版流れ図の有効活用） 

④授業改善につながる各部研究の推進 

⑤ＩＣＴの効果的活用と校内研修の実施 

○安心安全な環境と豊かな心、 

健やかな体の育成 

⑥安心安全な教育環境の徹底と事故等の未然防止（校内規程等の見直し） 

⑦自己有用感、自己肯定感を高める活動の工夫 



 

 ⑧道徳教育の充実 

⑨文化的・体育的活動の充実 

○地域とともにある学校づく 

りの推進 

⑩センター的機能の強化（個々のニーズの把握） 

⑪校内支援体制の充実 

⑫学校運営協議会を核とした地域と連携・協働した取組の推進 

⑬学校ホームページや学校公開等による積極的な情報発信 

⑭新しい鹿特と新校の開設準備（教育課程や校務分掌等の見直し） 

○重点項目・重点目標達成のた 

めの学校体制 

⑮教職員の姿勢（専門性の向上、コンプライアンス意識の向上、人権の尊重・思いやりと感謝の気持ち） 

⑯働き方改革の推進（業務改善、タイムマネジメントの見直し） 

⑰鹿特コミュニティ・スクールの推進（地域の人材や資源を活用した取組の年間指導計画への位置づけ、計

画的な情報発信） 

 


